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ケロッグの起源

ケロッグの起源は療養所がはじまりです。
創業者のW.K.ケロッグ氏と兄で医学博士のJ.Hケロッグ氏が療養所に滞在する人々に、
穀物をベースにした栄養価が高い食品の開発に取り組んでいた中で誕生したのが
シリアルでした。

〈創業者W.K.ケロッグ氏〉



ケロッグについて

1906 年の会社設立以来、1世紀以上にわたり、シリアルからスナックまで、
世界180か国以上で事業を展開するグローバル食品企業です。



ケロッグのビジョンとパーパス
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“Doing right is never 

wrong.”

“One of the best things 

we can do is make the 

lives of children 

happier, healthier and 

more promising.”

“I'll invest my 

money in people.”

ケロッグBetter Days

人や社会のために生涯を通じて社会貢献活動に尽力
した創業者W.K.ケロッグ氏の遺志を受け継ぎ、
ケロッグがグローバルで取り組む社会貢献プログラム。

“One of the best things we can do is make 

the lives of children happier, healthier 

and more promising.”

「私たちができる最善のことは、子供たちの生活を

より幸せに、より健康に、より希望に満ち溢れるものにすることです。」

“I'll invest my money in people.”

「私は自分のお金を人々に投資します。」



Better Daysを柱としたケロッグのESG戦略

Better Dayを柱とした4つのフォーカスエリアでの取り組みを通じて、

世界中の人々が食糧への持続可能で公平なアクセスの実現を目指します。

2030年までに、30億人の人々にとってのよりよい日々を実現
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持続可能性の推進＆

食糧への公平なアクセス



滋賀県について

世界とのつながり：
［姉妹友好州省］
 アメリカ ミシガン州（1968年～）
 ブラジル リオ・グランド・ド・スール州（1980年～）
 中国 湖南省（1983年～）

[MOUに基づく主な海外との協力関係］
 台南市, 台湾 (2013年～)
 ホーチミン市, ベトナム (2014年～)
 クアンニン省, ベトナム (2017年～)
 香港貿易発展局, 香港 (2018年～)
 清華大学, 中国 (2019年～)
 ハノイ工科大学, ベトナム (2021年～)    

面積・人口とも日本の1/100

面積：4,017㎢
人口：1,409千人



滋賀県の切れ目ない子育て支援 “出会い”からの支援



1. 子どもに関すること
2. 健康増進に関すること
3. 女性活躍推進に関すること
4. スポーツの振興に関すること
5. ＣＯ₂ネットゼロ社会づくりに関すること
6. その他県民サービスの向上に関すること

包括的連携協定の項目



◆ケロッグ毎日朝ごはんプロジェクトの実施

滋賀県内の子ども食堂や小学校、外国人の子どもたちへの学習支援

の場などにおいて、”ケロッグ毎日朝ごはんプロジェクト”の展開を通じて、

子供たちに”朝食の重要性”を伝達しながら、朝食欠食改善に貢献

〈取り組み実績〉

 こうか・こども朝活（あさかつ）サロンでの朝食サポート (2019)

 逢坂 smiledoor 子ども食堂/逢坂アモーレ子ども食堂、花明かり食堂でのケロッグ毎日朝ごはんプロジェクトの実施（2022年-）

1.子どもに関すること



1.子どもに関すること

◆ 「滋賀で誕生ありがとう事業」への協力

「滋賀で誕生ありがとう事業」の申込者様へのケロッグのシリアル提供を
通じて、子育て世代の忙しい親御様の手軽で栄養価に優れた朝食喫
食サポートに貢献
〈取り組み実績〉

シリアル計100ケース（1,200袋）の無償提供を実施(2022年11月および12月)

◆子ども食堂や児童養護施設などへのシリアルの無償提供

滋賀県内の子ども食堂や児童養護施設などに定期的に

シリアルの無償提供を実施することで、朝食欠食改善に貢献
〈取り組み実績〉

シリアルの無償提供を実施（2020年-）



2.健康増進に関すること

◆滋賀県の食材を活用したメニューの提案

滋賀県の食材とシリアルを使ったオリジナル健康メニュー（お惣菜、お弁当など）
の提案
〈取り組み実績〉

近江腸食プロジェクト（2018年）

◆オフィスケロッグの推進

◆食育啓発イベントを絡めたシリアル催事展開

スーパーの催事スペースなどで、食育啓発イベントを絡めた
シリアル試食販売などの催事を展開

◆「健康しが」共創会議への参画



◆女性キャリア支援セミナー/事例紹介などの実施

滋賀県内の女性管理職（候補を含む）を対象とした女性キャリア支援セミナーの実施や女性
活躍の取組についての事例紹介など、女性活躍推進に向けた研修会等へ協力。

〈取り組み実績〉

女性のためのステップアップセミナー（2019年）

3.女性活躍推進に関すること



4.スポーツの振興に関すること

◆「ビワイチ」への協力
ビワイチの日・ビワイチ週間に訪れるサイクリストに

向けた、「ケロッグ 素材まるごとプロテインバー」の

サンプリングを実施。
〈取り組み実績〉

1,080本のケロッグ素材まるごとプロテインバーを配布（2022年）

◆「びわ湖マラソン」への協力
びわ湖マラソン参加者向けに、「ケロッグ 素材まるごと

プロテインバー」を提供

フルマラソン完走に必要なエネルギー補給をサポート
〈取り組み予定〉

2023年のびわ湖マラソンにて、ケロッグ素材まるごとプロテインバーを配布予定



◆しがＣＯ₂ネットゼロムーブメントのへの賛同およびCO₂ネットゼロ（脱炭素）に
関わる取り組みの連携

◆プラスチックごみ・食品ロス削減啓発の協働実施

5.ＣＯ₂ネットゼロ社会づくりに関すること



◆シリアルやコーングリッツなどの原料などを活用した家畜飼料化に向けた取り組み

◆高齢者の交通事故防止イベントでの商品提供
など

6. その他県民サービスの向上に関すること


